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福岡市民病院における重油の流出について 
 

 
 福岡市民病院敷地内において、非常用発電機の燃料用の地下埋設配管から土壌及び地下

水へ重油が流出していたことが確認され、流出範囲の調査を行った結果、流出元から隣接
する民地を含む約７ｍの範囲に流出したことが判明しました。 
現在、土地の所有者と協議の上、土壌及び地下水の浄化作業並びに地下水の水質モニタ
リングを行っておりますが、新たな流出は確認されておらず、また、周辺住民から井戸水
の異臭等の通報もありません。 
この度このような事故を起こしたことに関しまして、関係者の皆さまに深くお詫びする
とともに、再発防止に努めてまいります。 
 

記 
 

１ 流 出 物 ： Ａ重油（約 700Ｌ） 
 
２ 流 出 箇 所 ：福岡市博多区吉塚本町 13番１号 

福岡市民病院敷地内及び隣接地の一部 
非常用発電機の燃料用配管（埋設）周辺 

 
３ 流 出 原 因 ： 配管の老朽化 
 
４ 経  緯 ： 令和５年１月 非常用発電機の点検時に重油消費量の増加確認 

３月 配管気密試験により配管の異常確認 
５月 埋設部の試掘調査を実施するも流出は確認できず 

６月  仮設配管設置 
10月 掘削調査・ボーリング調査により、 

土壌への重油流出確認（６日） 
地下水への重油流出確認（11日） 

11月 流出範囲確定のためのボーリング調査実施 
観測井戸を設置し、地下水の水質モニタリング開始 

12月 土壌と地下水の浄化作業開始 
 
５ 今後の対応 ： 重油が流出した土壌と地下水の浄化作業並びに地下水の水質モニタリ

ングを継続してまいります。 

 

６ 再発防止策 ： 非常用発電機の燃料用の配管を新たに地上に設置し、定期的に点検を
実施します。 
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